
2025 年 8 月 29 日 

2025 年度 入学時アンケート結果分析 

分析：IR室 全体回答率 91.1%(194/213) 

幼児教育 55（84.62%） 

美術 57（95.00%） 

ビジネス実務 82（93.18%） 

 

１．幼児教育（回答結果） 

 

 

 

 



 

 

 

 

２．美術学科 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ビジネス実務 

 
 

 

 

 

 

 



 

 

 

４．入学時アンケート結果の考察 

志望動機 

各学科ともほぼ第一志望の学生が入学しているが、美術学科は他学科に比べて第二・第三・第四志望の学生

が数名いる。 

建学の精神の理解 

幼児教育学科では 8 割以上の学生が「聞いたことがある」と回答している。一方、ビジネス実務学科では「知

らない」と答えた学生が 36%とやや高い。 

学習意欲 

「自ら積極的に勉強しようと考えているか」については、ビジネス実務学科で 1 割程度の学生が意欲を持て

ていないと答えており、他学科よりやや高い。 

アルバイト状況 

ビジネス実務学科・幼児教育学科は約 8 割の学生がアルバイトをしているが、美術学科は 36%と少なく、

していない学生が多い。 

• 平日：ビジネス実務学科は 4～5 時間のアルバイトが約 6 割と最も多い。幼児教育学科も一定数いる

が、美術学科は 15%程度で、7 割がアルバイトをしていない。 

• 土日：幼児教育学科・ビジネス実務学科ともに 6～7 時間のアルバイトが 6 割以上。美術学科は

17%程度で、66%はほとんどアルバイトをしていない。 

サークル・学内活動 

サークルや学内組織に所属している学生は、3 学科ともに約 4 割程度。 

学習習慣 

• 課 題 ：「30 分～1 時間程度課題に取り組む」と答えた学生は、幼児教育学科 70%、美術学科

60%、ビジネス実務学科 78%と、ビジネスがやや高い。 

• 自主学習：幼児教育学科・美術学科は 4 割程度が「1～2 時間程度取り組む」と答えたのに対し、ビ

ジネス実務学科は「ほとんどしない」が 67%。 →幼児教育・美術は美術的制作やピアノの練習など

あてることが多い一方で、ビジネス実務学科は検定対策等を想定しているため、取り組みやすさに

影響があると考えられる。 

• ビジネス実務学科は講義中心で授業外課題が多く出るカリキュラムであるのに対し、美術学科は講

義科目が少なく、制作や実習が主体となっている。授業内容や課題の進め方の違いも、学習習慣に

影響していると考えられる。 

 

通学時間 

3 学科とも 9 割以上の学生が 1 時間圏内から通学している。 

睡眠時間 

各学科とも 6 時間程度が最も多く、全体の 1 割弱が 4 時間以下。睡眠時間が短い学生はビジネス実務学科

にやや多い。 



本学を知った時期と出願時期 

• 知った時期：幼児教育学科・ビジネス実務学科は高校 1～2 年と比較的早い段階で本学を知っている

学生が多いが、美術学科は高校 3 年の 1 学期に知る学生が多く、美術系進学先としての知名度はや

や低い。 

• 出願決定：幼児教育学科は高 2 から高 3 の 1 学期にかけて出願を決定する学生が多い。一方、ビジ

ネス実務学科と美術学科は高 3 の 1 学期から夏休みにかけて出願した者が多く、特に美術学科では

約 2 割が 2 学期に入ってから決定している。 

• オープンキャンパス：全体的にリピーターが多いが、美術学科は「1 回のみ」の割合が他よりやや多

い。 

• 三学科とも本学を第一志望で希望している学生がほとんどであるが、美術学科は４年生大学の併願

として受けたと思われる層が１割程度いる。 

 

入学時の期待度 

3 学科とも全体的に高い期待をもっており、中でも「教員の丁寧な指導」に関してはネガティブな回答は

ほぼなく、オープンキャンパスでの好印象が反映されていると考えられる。三学科の傾向をみるため、ど

ちらともいえない、期待しないといった不安がでている項目をみる。 

• 幼児教育学科：「楽しい学校生活」「将来につながる授業」「就職支援」へのど不安な印象が最も少な

く、資格取得という明確な目的から前向きな意欲が持ちやすいのではと考察できる。 

• 美術学科：施設設備への不満は少ないが、「楽しい学校生活」「就職支援」への不安な回答がやや多

い。制作環境への期待は高い一方で、本学だけでなく美術系専門職への意識や、内向的な学生の自

己評価等の影響もあるのではないだろうか。 

• ビジネス実務学科：「学校生活」「施設設備」「授業内容」にやや不安な回答があるものの、「将来に

つながる授業」「就職支援」は美術学科より高い。ただし全体の 1 割程度、全般にわたりあまり期待

が高くない層がいる。 

 

AP の理解 

• 基礎的な学力と適正：幼児教育学科は 9 割が「当てはまる」と回答している。一方、美術学科・ビ

ジネス実務学科は 7 割程度にとどまり、不安も見られる。 

•  幼児教育学科では「基礎的な学力」のみを問う設問であるのに対し、美術学科では「美術の表現

力」、ビジネス実務学科では「コミュニケーション力」が加えられており、この違いが影響している

と考えられる。 

• 「どちらとも言えない」という回答は判断保留であり、必ずしも表現力やコミュニケーション力に

問題があることを意味しない。この層も AP の趣旨に沿っていると解釈すれば、美術学科は 87%、

ビジネス実務学科は 95%となり、全体として高い割合を示している。 

• 専門分野の意欲：美術学科・ビジネス実務学科ともに 9 割以上が「とても当てはまる」と回答して

おり高水準。  

  



＜2025年度入学時アンケート質問項目＞ 

Q1 所属学科を選んでください。 

Q2 入学した際の、本学の志望順位を答えてください。 

Q3 

○本学の掲げる二つの『建学の精神』について知っていますか。 

（１）「遊学の精神の涵養」：何ものにもとらわれず、自由に広く世の中を見聞し、人格を高め磨いていくこ

と。 

（２）「良妻賢母の育成」：周りの人々がより良く幸せに生きるための支えとなる人材を育成すること。 

Q4 本学卒業後に検討している（希望している）進路として、当てはまるものを答えてください。 

Q5 短大の授業において、自ら積極的に勉強しようと考えていますか。 

Q6 あなたは現在アルバイトをしていますか。 

Q7 
クラブ活動・学友会・リーダー組織などの課外活動をしていますか。あてはまるものを全てチェックしてく

ださい。 

Q8 課題（授業時間外の時間で） 

Q9 
自主学習 

（予習・復習・絵やピアノの練習など） 

Q10 通学に要する時間（片道） 

Q11 睡眠時間 

Q12 アルバイト（平日の平均） 

Q13 アルバイト（土・日・祝日の平均） 

Q14 本学を初めて知った時期を答えてください。 

Q15 本学への出願を決定した時期を答えてください。 

Q16 あなたは本学のオープンキャンパスに参加したことがありますか。 

Q17 受験するときに重要視したのは次のどれですか。上位３つにチェックをつけてください。 

Q18 楽しい学校生活を過ごせる 

Q19 施設・設備が充実している 

Q20 授業内容が充実している 

Q21 将来につながる授業を受けられる 

Q22 教員の丁寧な指導 

Q23 就職の支援 

Q24 学科別の項目へ移ります。学科を選択してください。 

Q25幼 学修を進めていくために必要となる基礎的な学力を有している。 

Q26幼 
幼児教育学科の専門分野に対する強い学修意欲をもち、身につけた能力を保育者として社会で活か

し、自ら成長することをめざしている。 

Q27幼 
人とかかわることに喜びを感じ、柔軟に考え行動することができ、幼児教育学科の教育の特色を理解し

たうえで、明確な入学意思を持っている。 

Q25美 学修を進めていくために必要となる美術の表現力と基礎的な学力を有している。 

Q26美 
美術に対する強い学修意欲をもち、身につけた能力を幅広い視野をもって社会で活かし、自ら成長する

ことをめざしている。 

Q27美 美術学科の教育の特色を理解し、明確な入学意思を持っている。 

Q25ビ 学修を進めていくために必要となる基礎的な学力とコミュニケーション力を有している。 

Q26ビ 
医療事務や観光業を含むビジネス分野に強い学修意欲をもち、身につけた能力を社会で活かし、自ら

成長することをめざしている。 

Q27ビ ビジネス実務学科の教育の特色を理解し、明確な入学意思を持っている。 

 


